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豚コレラを疑う症状は直ちに通報を！ 

◆特定症状を呈している家畜の届け出義務＜家畜伝染病予防法第13条の2より＞ 
◆特定症状が確認された場合の早期通報並びに出荷及び移動の停止＜飼養衛生管理基準より＞ 

・岐阜県で豚コレラ10例目発生 ・ベトナムでアフリカ豚コレラ発生、拡大中。 

・農水省は豚コレラ感染いのししが確認された地域に限定して野生イノシシに対する経口ワクチン
使用を決定 

その他の情報 

 豚コレラ・アフリカ豚コレラの特定症状が定められました。以下のいずれ
かの症状を確認したときには直ちに当所に通報するとともに出荷の自粛
をお願いします。 

 ※現在流行中の豚コレラについて、一部農場で通報が遅かった可能性が指摘されています。 

 家畜伝染病予防法が改正され、豚コレラの早期発見・通報のた
め、以下のとおり農林水産大臣が指定する症状が告示されました。 

 豚を飼養管理する皆様はこの特定症状を念頭に置いて日々の
健康観察を行い、特定症状を示す豚を発見した際には速やかに
当所に通報してください。 

 愛知県養豚場で死亡した豚を農場内で焼却していた事例が確認されています。 
無断で家畜の死体を焼却・埋却しないで下さい。 

◆豚コレラの特定症状（以下のいずれかの症状） 

  〇耳翼、下腹部又は四肢等に紫斑があること。 

    〇同一の畜房内において、概ね一週間程度で複数の家 
   畜に以下の症状が増加していること。 

① 40℃以上の発熱、元気消失、食欲減退 
② 便秘、下痢 
③ 結膜炎（目やに） 
④ 歩行困難、後躯麻痺、けいれん 
⑤ 削痩、被毛粗剛、発育不良（ひね豚） 
⑥ 流死産等の異常産 
⑦ 皮下出血、皮膚紅斑、天然孔からの出血、血便 

    〇同一の畜舎内において、概ね一週間程度で複数の繁 
   殖豚又は肥育豚が突然死亡すること。 

◆対象家畜：豚及びいのしし 

※ただし、他の疾病や
設備の故障、気温の急
激な変化、非常災害等
豚コレラ及びアフリカ豚
コレラ以外の事情によ
るものであることが明ら
かな場合は、この限りで
ない。 

◆特定症状を呈している家畜の届け出義務＜家畜伝染病予防法第13条の2＞ 
 家畜が農林水産大臣が家畜の種類ごとに指定する症状を呈していることを発見したときは、当該家畜を診断し、又はその死体を
検案した獣医師は、農林水産省令で定める手続に従い、遅滞なく、当該家畜又はその死体の所在地を管轄する都道府県知事にそ
の旨を届け出なければならない。 

◆特定症状が確認された場合の早期通報並びに出荷及び移動の停止＜飼養衛生管理基準＞ 

 家畜の特定症状を発見したときは直ちに家畜保健衛生所に通報し、農場からの家畜及びその死体、畜産物並びに排せつ物の出
荷及び移動を行わないこと。また、衛生管理区域内にある物品を衛生管理区域外に持ち出さないこと。 
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